
様式６ 

 

平成 26 年度ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理基金の状況 

 

基金の名称 ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理基金 

基金設置法人 独立行政法人環境再生保全機構 

基金の概要 

■取崩型  □回転型  □保有型  □運用型  □その他（   ） 

□貸付  □債務保証  □利子助成・補給  ■補助  □補てん  □出資  □調査等  □その他（   ） 

ポリ塩化ビフェニル（以下、PCB という）廃棄物処理基金は国と都道府県からの補助金等により造成を行い、同基金から処理事業者（中間

貯蔵・環境安全事業株式会社）に対して中小企業者等の費用負担軽減に必要な額を支出することにより、中小企業者等の処理費用負担を

軽減し、PCB 廃棄物の確実かつ適正な処理の促進を図る。また産業界等からの出えん金を環境大臣が指定する処理事業者（中間貯蔵・環境

安全事業株式会社）に支出し、PCB 廃棄物の処理に関しての環境状況の監視・測定・評価及び安全性確保のための研究・研修の促進を図る。 

事 業 等 の 

終 了 時 期 

事業等の終了予定時期：    法律を受けて造成している基金であるが、基金の終了時期については特段の定めがないため、終了予定

時期及び新規申請の受付終了時期を設定していない。 

新規申請の受付終了時期 ： 

事 業 等 の 

目 標 

国と都道府県からの補助金等により基金を造成し、費用負担が困難な中小企業者等の処理費用負担軽減のための助成を行うことなどによ

り、PCB 廃棄物の円滑な処理を促進する。 

申 請 方 法 

・ 期 限 

環境大臣が指定する処理事業者（中間貯蔵・環境安全事業株式会社）が、中小企業等で保管されている PCB 廃棄物処理に係る助成対象費

用を見積り、ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理基金助成金交付要綱に基づき交付申請を行う。 

審 査 基 準 環境再生保全機構は申請された書類について、ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理基金助成金交付要綱に基づき確認を行う。 

審 査 体 制 独立行政法人環境再生保全機構 



 

基
金
の
額
（
単
位
：
円
） 

 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

収
入 

国費(補助金等) 2,000,000,000 1,500,000,000 1,500,000,000 1,500,000,000 700,000,000  

出資等 - - - - - 

運用収入 

(うち国費見合額) 

  267,798,389 

    (133,251,537)

198,895,042 

    (99,144,771) 

136,982,140 

(68,708,295 円)

85,550,496 

(43,035,712)

58,545,078  

(29,453,112) 

その他収入 1,862,801,571 1,399,550,000 1,397,745,000 1,397,845,000 678,876,500  

前年度末基金残高 35,096,827,440 37,683,384,465 39,023,716,707 39,567,938,688 40,200,120,863  

返納額(マイナス) - - - - - 

合計 (a) 39,227,427,400 40,781,829,507 42,058,443,847 42,551,334,184 41,637,542,441  

支
出 

交付額 1,544,042,935 1,758,112,800 2,490,505,159 2,351,213,321 2,203,758,011  

管理費 - - - - - 

その他 - - - - - 

合計 (b) 1,544,042,935 1,758,112,800 2,490,505,159 2,351,213,321 2,203,758,011  

基金残高 (a-b) 37,683,384,465 39,023,716,707 39,567,938,688 40,200,120,863 39,433,784,430  

 うち国費相当額 18,746,495,766 19,487,531,568 19,832,984,703 20,229,871,433 19,887,442,458  


